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夕張山地のエゾナキウサギ生息地
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はじめに

夕張 山地 にエ ゾナキ ウサ ギが生息 す る ことは,

Inukai(1932)に よ って初めて報告 された.そ の後,

芝 野 ・有沢(1983),小 野 山 ・宮 崎(1991),阿

部 ・島 田(1992),小 島 ・川道(2001)に よ って

夕張山地 のエゾナキ ウサギ生息地 が報告 され てい

る.そ の中で,彼 らは次 のように述べている.

「夕張岳 のナキ ウサ ギの生息密度 ・個体数 は 日

高山脈 ・大 雪山地 のコ ロニー に比べる と非 常に少

な い印象 を受 けた」(芝 野 ・有沢1983).「 夕 張山

地 には生息地は少 な く,ま た分布 は飛び石 状だ っ

た.(中 略)も ともと生息 に適 したすみ場所が少な

いた めに個 体群維持 の状況 は厳 しいよ うに思われ

る」(小 野山 ・宮崎1991).「 夕 張岳 の高 山帯 にす

むナ キウサギ の個体 群は極 めて小 さく,こ れ まで

絶滅す る ことな く維持 されて きた ことは特 筆 に価

す る」(阿 部 ・島 田1992).「 生 息が 可能な岩 塊地

が このよ うな貧 弱な状態で あるに も関わ らず,氷

期終 了後 に絶滅す る ことな く生息 し続 けてきた こ

とは驚 くべ き ことといわ なけれ ばな らな い」(小

島 ・川道2001).

この よ うに,夕 張山地 のエゾナキ ウサ ギの生息

地が 限定 され てお り,個 体数 の少な い ことが調査

者 によ り指摘 されて いる.こ の ため,環 境 省 は

2002年 に 夕張 ・芦別 のナキウサギ を 「絶滅 のおそ

れの ある地 域個体群 」に指定 した(環 境省 自然保

護局野生生物課2002).

た だ し,こ こで注意 しな けれ ばな らな いのは,

夕 張 山地 の登山道 が夕張岳 ・芦別 岳 ・西富 良野岳

な どに限 られてお り,登 山道 のない ところでは十

分な調査 が行われ ていな いとい うことで ある.こ

のため,小 島 ・川道(2001)は,芦 別岳 と夕張岳

の問 の稜線 沿 いの生息状況 を把 握す る必要 性 を指

摘 した.

そ こで,筆 者 らは,夕 張 山地にお ける本種の生

息 の全容 を明 らか にす るため2008年 か ら調査 に着

手 した.調 査 に当た って は,調 査対象地 をいか に

絞 り込むかが問題 となる。

筆者 らの一 人川 辺は,エ ゾナキ ウサ ギの生息地

が岩塊 とな る地 質条件 と岩 塊が生産 ・堆 積 され る

地形条件 によって規定 されて いる ことを示 した(川

辺2008).夕 張 山地の地 質図幅 は,橋 本(1953),

長 尾 ほか(1954),吉 田 ・神戸(1955),小 山 内ほ

か(1958)に よ って1950年 代 に作成 されて いたが,

そ の後,夕 張 岳付近 の地 質特性で あるメ ランジェ

の分布 の詳細 がNakagawaandToda(1987)に よ っ

て 明 らか にされた.ま た夕張山地主稜 線周辺 の地

形 学図 を筆者 らの一 人,清 水(1999)が 作 成 した.

そ こで本稿 では,こ れ らの地質お よび地形 に関す
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る知見 をもとに,こ れ まで確認 され てい る夕張 山

地 のエゾナキ ウサギの生息 地 を分析 し,今 後,調

査すべき本種の生息 の可能性のある地点を示す。

なお,本 稿で い う夕張 山地 とは,石 狩 平野 と富

良野盆地 の問で 北の空知川か ら南の鵡川 流域 まで

の山域をさす(清 水2003).岩 塊 を生産 ・堆積 させ

る作用 について は周氷 河成,地 す べ り成 ,崖 錐 成

な どが考 え られ るが,こ こで はそ れ らの成 因を判

定 する地形 名を用 いず単 に,岩 塊 が堆 積す ると こ

ろ,な どと してお いた.ま た,本 稿 では メランジ

ェ(melange)を 使 用 した が,メ ランジあ るいは

メランジュ とも訳されて いる(脇 田1996).

生息地の地質および地形

これ までに夕張 山地 で発見 されてい る本種 の生

息地を表1に 示す.こ れ らの生息地の地質および地

形について分析する.

1.タ 張 岳

Inukai(1932)は 夕 張岳 に本種 が生息す ること

を報告 したが,具 体的場所についてふれていない .

芝 野 ・有 沢(1984)は 山 頂付近 と山頂 の北側斜面

か ら,小野 山 ・宮崎(1991)は 山 頂の北西斜面 と山

頂か ら続 く尾根 上の1602mピ ー ク付近か ら本種 の

生息 地 を報告 して いる(図1,2).阿 部 ・島 田

(1992)は,頂 上尾根西斜面か ら記録 し(図3のE) ,

小 島 ・川道(2001)は 頂 上付近 と頂上か ら続 く西

斜面か ら記録 している(図4のE).

こ の よ うに,夕 張 岳 にお いて本種の生息 地は頂

上付近お よび頂上 の北側斜面,頂 上か ら続 く稜線

の1602mピ ー ク付近,こ の稜 線の西側斜面 か ら記

録 され,本 種 が山体 の広 範囲 に生息 して いる こと

は明 らかである.

夕 張岳 は大 きな蛇 紋岩 メ ランジ ェ(塩 基 性岩)

で ある(八 木1983).超 塩 基 性岩 は堅硬で あるた

め,夕 張岳 山頂 周 辺 は急 崖 とな って い る(清 水

1999).急 崖 の下部には急崖 か ら風化作用(お そ ら

く凍結破砕作 用)に よ り生産 され た岩塊が落下 ・

堆積 し、本種 の生息地 となっている.

2.前 岳

小野 山 ・宮崎(1991)は,登 山者 か らの聞 き取

りによ り前岳西側登 山道沿 いの生息地 を報告 した

(図2).阿 部 ・島田(1992)は,西 斜面 と北西斜

面の登 山道 沿いで記録 し(図3のAとB),小 島 ・川

道(2001)は,西 斜面 と石原平 の登山道沿 いで記

録 して いる(図4のAとB-1).小 島 ・川道(2001)

は,石 原平で は これ まで記 録 されて いない として

いるが,阿 部 ・島 田(1992)が 報 告 して いる北西

斜面 の生息地 と同一地点で ある.し たが って,前

岳で は西斜面 の登 山道沿 いと石 原平の2箇 所か ら

生息地が知 られて いることになる.

阿 部 ・島 田(1992)も 指 摘 して いるが,当 時の

国土地理 院発行 の5万 分の1地 形図に記された登山

道 の位置 は不 正確で あった.こ のため小野 山 ・宮

崎(1991),阿 部 ・島 田(1992),小 島 ・川 道

(2001)が 図示 した本種の生息地は位 置がずれて い

る.正 確 な位置 は彼 らの 図示 した地点 よ りも西な

いし北寄 りの標 高1060mの と ころ(北 緯43。6/

24",東 経142。12/56";世 界 測地 系)で ある

(図5).

西 岳(標 高1501m)は,塩 基 性火山岩起源 の変

成岩 メ ランジェか らなる(八 木1984)岩 峰 状 の山

で,山 頂周辺 の斜面は急崖 とな って いる .急 崖 か

ら風化 作用 によ り岩 塊が生産 されそ の下 部 に堆積

して いる.報 告 された本種 の生息 地 は西側 及び北

西側 の急崖 か ら生産 された岩塊 が堆積 した ところ

である.

3.前 岳 湿原入 ロノ ッカー(北 緯43。6'8",東 経

142。13'45")

こ こは,小 野 山 ・宮 崎(1991)に よ り 「が ま岩

手 前400mの と ころ の岩 山」(図2),阿 部 ・島 田

(1992)に よ り 「前岳 西南湿原 横 の岩 場」(図3の

C),小 島 ・川道(2001)に よ り 「湿原 入 り口の岩

場」(図4のC)と して報 告 されて いる生息地 であ

る.こ の岩体 は前岳 と夕 張岳 の間にある蛇紋岩 メ

ランジ ェ(塩 基 性岩)の ひ とつで,岩 体が突起 し

て いる ことか らノ ッカー といわれ る(Nakagawa

andToda1987).岩 体 の周辺 には風化作用 を受 け

て生産 された岩塊 が堆積 し,こ こが本種 の生息地

となっている.

4.熊 が 峰

阿部 ・島 田(1992),小 島 ・川道(2001)に よ

り記録 されている生息地である(図3,図4のD).

こ こは蛇紋岩 メ ランジェ(塩 基性岩)の ノッカー

で(NakagawaandToda1987),岩 体 の周辺 には
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表1.夕 張 山 地 に お け る エ ゾ ナ キ ウ サ ギ の 観 察 記 録

Table1.RecordsofOchoω ηa加perboreayiesoenslsintheYubariMountains

location

生息 確認 地 点

altitude(m)daもe

標 高(m)観 察 年 月 日

observer

観 察 者

reference

出 典

タ張岳 Inukai1932

タ張岳山頂直下標高1660mガ レ場 1660壌981.7.24-25

198t9」0

1983.8.27-28

1983.7.27-30

1983.9.18

竹内正人

竹内正人

芝野伸策・竹内正人

山保浩之

芝野伸策・竹内正人

芝野 ・有 沢1984

芝野 ・有 沢1984

芝野 ・有沢1984

芝 野 ・有沢1984

芝 野 ・有沢1984

タ張岳山頂直下1640m登 山道 1640198t8.11 川辺百樹 未発表

タ張岳山頂直下1600m登 山道 1600198t8」1 川辺百樹 未発表

タ張岳山頂北西斜面 登山道 16001990.7.31 小 野 山敬一一・宮 崎達 也 小 野 山・宮崎1991

帯 広畜 産 大学 自然 探査 会 小 野 山 ・宮崎1991

タ張岳頂上直下の西斜面 1600 小島望・川道武男 小島 ・川 道2001

タ張 岳 頂上 から400m離 れ た

標 高1500mの ガレ場

1500璽983.8.28

1983.9,壌8

芝野伸策・竹内正人

芝野伸策・竹内正人

芝野 ・有 沢 ⑲84

芝野 ・有 沢1984

タ張 岳1602mピ ー ク手前100m山 頂 の南 16001990.7.31 小野山敬一・宮崎達也 小野 山 ・宮 崎1991

タ張岳1602mピ ー ク 山頂 の 南 16021990,7.3璽 小野山敬一・宮崎達也 小野 山 ・宮 崎1991

タ張岳頂上尾根西霜面

タ張岳頂上から続く西斜面

199t9.19

2000.6.9

阿部永・島田明英

小島望・川道武男

阿部 ・島田 扮92

小 島 ・川道2001

前岳西側登山道沿い

前岳西繕面

13001990

1060-1090肇991.9.19

1150一 ・12002000.6/2000.8

登山者からの聞取り

阿部永・島田明英

小島望・川道武男

小 野山 ・宮 崎1991

阿 部 ・島 田1992

小 島 ・川道2001

前岳北西料面(石原平のこと)

前岳石原平

1280199tgj9

13002000.6.10

阿部永・島田明英

小島望・川道武男

阿 部 ・島 田1992

小 島 ・川道20α

がま岩手前400mの ところの岩山

前岳西南湿原横の岩場

湿原入り口の岩場

13901990.7.30

1991.9.19

2000,6.10

小野山敬一・宮崎達也

阿部永・島田明英

小島望・川道武男

小野 山 ・宮崎1991

阿 部 ・島 田 ⑲92

小島 ・川道2001

タ張岳熊が峰

タ張岳熊が峰

1991.9.19

遷5002000.8.20

阿部永・島田明英

小島望・川道武男

阿部 ・島田1992

小島 ・川道2001

前岳 南 方2.4km地 点 アンケー ト調査 小野 山 ・宮 崎1991

タ張岳金山側登山道 アンケー ト調査 小野 山 ・宮 崎19田

前 岳東 方1.5km地 点 アンケー ト調査 小野 山 ・宮 崎1991

芦別岳 Inukai1932

芦別岳屏風岩 14801983.8.15

1983」0.10

三善正勝

三善正勝

芝野 ・有沢1984

芝野 ・有沢1984

中天狗 13101982.8.21

1983.7.3

1983.9.5

三善正勝

三善正勝

三善正勝

三善正勝

芝 野 ・有沢1984

芝 野 ・有沢1984

芝野 ・有沢1984

小 野 山・宮 崎1991

北の峰一富良野西岳稜線 11001982.4.5

1982.6.15

1982。10」0

壌983.5.20

1983,9.5

三善正勝

三善正勝

三善正勝

三善正勝

三善正勝

三善正勝

芝野 ・有 沢1984

芝野 ・有 沢1984

芝野 ・有 沢1984

芝野 ・有 沢1984

芝野 ・有 沢1984

小野 山 ・宮崎1991

尻岸馬内川 800 アンケー ト調 査 小野 山 ・宮 崎19田

嵯山 10002006.6.26 丹羽真一 丹羽2006

25
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図1.芝 野 ・有 沢(1984)に よ り報 告 さ れ た 夕張 山 地 に お け

る エ ゾ ナ キ ウ サ ギ の 生 息 地

Figure1.ThedistributionofO.h.yesoeηslsintheYubari

MountainsreportedbyShibanoandArisawa(1984)

図6.小 野 山 ・宮 崎(1991)に よ り報 告 さ れ た 夕張 山 地 に お

け る エ ゾ ナ キ ウ サ ギ の 生 息 地

Figure6.ThedistributionofO.h.yesoeηslsintheYubari

MountainsreportedbyOnoyamaandMiyazaki(1991)
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図3.阿 部 ・島 田(1992)に よ り 報 告 さ れ た 夕 張 岳 に お け る エ ゾ ナ キ ウ サ ギ の 生 息 地

Figure3.ThedistributionofO.ゐ.yesoeηslsatMt.YubarireportedbyAbeandShimada(1992)

図4.小 島 ・川 道(2001)に よ り報 告 さ れ た 夕 張 岳 に お け る エ ゾ ナ キ ウ サ ギ の 生 息 地

Figure4.ThedistributionofO.h.yesoe刀sfsatMt.YubarireportedbyKojimaandKawamichi(2001)
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図5.前 岳 西 斜 面 の エ ゾ ナ キ ウサ キ 生 息 地

Flgure3ThehabitatofO.乃.yiesoeηslsatMt.Mae-dake

図7.尻 岸 馬 内川 の エゾナ キ ウサ ギ生 息地 調査 ル ー ト

Flgure7TheresearchrootattheShirikishimanaiRiver

図8.嶢 山 で の エ ゾ ナ キ ウ サ ギ に よ る植 物 貯 蔵(エ ソ ノ バ ク

サ ン イ チ ケ 丹 羽 真 一 氏 撮 影)

Flgure8Theplants(Aηe1:nolleηarcfss沼oravar.saclla1加ellsfs)

storedbyO.h.yesoe刀sfsatMtKirigishi

図9.男 岩 に お け る エ ソ ナ キ ウ サ ギ に よ っ て 噛 み 切 ら れ た と

推 測 さ れ る 植 物(エ ソ ウ ラ ジ ロ ハ ナ ヒ リ ノ キ)

Flgure9Theplants(1eαcoωegrayallavarglaわra)apparently

bitbyσh.yiesoeηslsatOtokoiwanearMt.Mae-dake

風化作 用を受 けて生産 され た岩 塊が堆積 し,こ こ

が本種の生息地 とな って いる.

5.前 岳 南方2.4km地 点

小野 山 ・宮 崎(1991)が ア ンケー トによ り得 ら

れた情報 を もとに報告 して いる生息地で ある(図

6).小 縮 尺の概念 図に生息地点 が記 されて いるだ

けであ り,詳 細はわか らない.こ こは,前 岳か ら

続 く塩 基性火 山岩源の変成 岩 メランジェで(八 木

1984),南 西方 向にのび るやせ尾根 とな り尾根 の両

側 は急崖 となっている(清 水1999).こ の ため,急

崖か ら生産 され た岩 塊がそ の下部 に堆積 して いる

と考え られる.

6.タ 張 岳金 山側登山道

小野 山 ・宮崎(1991)が ア ンケー トによ り得 ら

れた情報 を もとに報 告 して いる生息地 である(図

6).小 縮 尺 の概 念図 に生息地 点が記 され ているだ

けで あ り,詳 細 はわ か らな い.金 山側登 山道 の標

高1300-1500mに は 蛇紋岩 メ ランジェ(塩 基性岩)

が あ り(NakagawaandToda1987),本 種 の生息

地 はここにあると推測される.

7.前 岳 東方1.5km地 点

小野 山 ・宮崎(1991)が ア ンケー トによ り得 ら



川辺 ・清水 ・澤田:夕 張山地のエゾナキウサギ生息地 29

図10.ガ マ 岩 の 岩 塊 堆 積 地 に お け る エ ゾ ナ キ ウ サ ギ ら しい

踏 み跡(2008年9月30日)

Figure10.ThetracktoburrowofapparentlyO.h.

yesoeηslsatGamaiwanearMt.Mae-dake

れた情報 を もとに報告 して いる生息 地で ある(図

6).小 縮 尺の概念 図に生息地点 が記 されて いるだ

けであ り,詳 細はわか らない.こ の付近 には蛇紋

岩 メ ラ ン ジ ェ(塩 基 性 岩)の ノ ッカ ー が あ り

(NakagawaandToda1987),ノ ッカー周辺の岩塊

堆積地が生息地 となっていると推測 され る.

8.芦 別 岳屏風岩

芝野 ・有沢(1984)は,三 善正勝氏の情報 を も

とに報告 してい るが,具 体 的場所 について はふれ

ていない(図1).屏 風 岩は,空 知 層群の芦別岳輝

緑 凝灰岩層の枕状溶岩 か らな り(橋 本1953,八 木

1984),ユ ウ フ レ川の侵食作用 によ り急崖 となって

いる.小 野 山 ・宮 崎(1991)は 「屏風岩 の山頂 お

よび新道側斜 面 にはガ レ場がな い ことか ら,エ ゾ

ナキウサギ は断崖途 中のいずれか のガ レ場 に生息

す る も の と 思 わ れ る 」 と し て い る.な お 、

Inukai(1932)は,芦 別岳 をエゾナキ ウサギの 生息

地 として いるが,具 体 的場所 を示 して いない.

9.中 天 狗

芝野 ・有沢(1984)は,三 善正勝 氏の情報 をも

とに報告 して いるが,具 体 的場所 について はふれ

て いない(図1).中 天 狗付近 は,空 知 層群 の奈英

川 チャー ト層 か らな り,東 側斜面 は急崖 とな って

いる(橋 本1953・ 清 水1999).こ の 急崖 か ら岩塊

が生産 されその下部に堆積 して いると推測される.

10.北 の峰 一富良野西岳稜線

芝野 ・有沢(1984)は,三 善正勝 氏の情報 をも

とに報 告 して いるが,具 体 的場所 につ いてはふれ

て いない(図1).こ の稜線 は,空 知層群 の芦別岳

輝緑凝灰岩層か らな り(橋 本1953),風 化 作用 によ

り尾根 部の硬 い岩体 か ら岩塊 が生産 され 堆積 して

いると推測される.

11.尻 岸 馬 内川標高800m地 点

小野 山 ・宮崎(1991)が ア ンケー トによ り得 ら

れた情報 を もとに報 告 して いる生息地 である(図

2).小 縮 尺の概 念図 に生息 地点が記 されて いるだ

けで あ り,詳 細 はわか らな い.こ の あた りの地質

は複雑 で,空 知層群 の奈英川 チャー ト層 ・奈:英川

硅質頁岩 層 ・蝦夷 層群の笠森 沢砂岩礫岩 層か らな

る(橋 本1953).川 辺 は1991年10月31日 に 図7に 示

すルー トを調査 し,小 規模な岩 屑の堆積 を認めた

が,本 種 の生息適地 を発見す る ことはで きなか っ

た.し たが って,こ こが本 当にエゾナキ ウサギの

生息地であるか,今 後再確認の必要がある.

12.嵯 山(き りぎし山)

丹 羽(2006)よ って,2006年6月18日 に岩 峰の

西側の斜面(標 高1000m付 近)で 岩塊 問の空隙 に

引 き込 まれ て い るバ クサ ンイ チゲ が発 見 され た

(図8).こ れ はエゾナキウサ ギが運び こんだ もので

ある と判 断され る.嵯 山は石灰岩 の岩稜が南 北 に

2kmに 渡 って 連な って いる(八 木1984).こ の 岩

稜か ら落下 した岩塊 がその基部 に堆積 し,本 種の

生息地 となって いる.

予想 される生息地

北の峰か ら屏風 山に至 る夕張 山地主稜線 の南部

にお いて は,蛇 紋岩 メ ランジェの急 崖や ノ ッカー

周辺の岩塊堆 積地が本種 の生息地 とな って いる こ

とが明 らか にな った.し か し,メ ラ ンジ ェの急 崖

や ノッカー周 辺で の本種 の調査 は ごく限 られ た と

ころで行なわれて いるにすぎない.

川 辺 は,2008年9月30日 に メ ランジェの ノッカ

ーのひ とつ であ る男岩 の岩塊堆積地 で本種 のもの

と推測 され る噛み切 り痕 を発 見 した(図9).こ の

ことか らも,前 岳 と夕張 岳の間 の未 調査の蛇紋岩

メランジェのノ ッカー周辺(NakagawaandToda

1987)が 本 種の生息地 とな って いる可能性は高い.

なお,小 島 ・川道(2001)は,「 夕張岳周辺に産

す る岩石 は,お もに蛇紋岩 と輝緑岩 であ る(小 野

山 ・宮崎1991),細 か く砕 ける性質 を持つ蛇紋岩 か
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図11.夕 張 岳 周 辺 に お け る蛇 紋 岩 メ ラ ン ジ ェ の 分 布(NakagawaandToda1987よ レハ

Figure11.GeologicalmapoftheYubari-dakearea(afterNakagawaandToda1987)

ら構成される岩塊地では,岩 のサイズが小さく,

ナキウサギの体が通過できるほどの空隙が生じに

くいため,ナ キウサギの生息には不適である.例

えば,ガ マ岩を取 り囲む岩塊地はその典型的な例

であ り,ナ キウサギの生活痕跡は見あた らなかっ

た.・ … 夕張岳周辺の蛇紋岩の岩塊地はナキ

ウサギが生息するには好適でない岩塊地が多いと

いえよう.」 と述べ,ガ マ岩 周辺の岩塊地 は蛇紋岩

で あるか ら岩 のサイズが小 さ くナキ ウサ ギの生息

に不適である としている.

ガ マ岩 は蛇紋岩 によ って地 下深部か ら持 ち上 げ

られた塩 基性岩で あって,蛇 紋岩 その ものではな

い.ガ マ岩 周辺 にはサ イズ の小さい角礫 のみな ら

ず,人 頭 よ り大 きい角礫 も少 な くない.大 きい角
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礫 が堆積 して いる ところで は,岩 塊 問の空隙 に出

入 りす る本種 の もの と推測 される踏み跡 が観察 さ

れた(図10).

前 岳 か ら南 に続 く稜線 の西側は急崖 とな る.こ

の急崖は標高1150m付 近 か ら等高線の幅が広が り,

岩 塊 の堆積が期 待で きる.し たが って,前 岳西方

の登山道で確 認 された本 種の生息地 の南の斜面 に

生息地が続 いてい ると推測 され る.す で に阿部 ・

島田(1992)も 前 岳西斜面 に比較的大 き く安 定 し

た個体群 を維 持で きる生息地が ある ことを示 唆 し

ている.

本 種 の生息地 とされ る前岳南方2.4km地 点 付近

か ら白金 川に いた る尾根 には急涯 が連続 し(清 水

1999),ま た 標高998m付 近 には岩 峰 もある ことか

ら,岩 塊 の堆積が 期待で きる.し たが って,本 種

の生息地 となっている可能性がある.

小 島 ・川道(2001)は,前 岳 か ら 「北 にのび る

尾根の下へ岩塊の崩落地」があ り,こ こに 「若干数

のナキウサギが生息しているかもしれない」 と述べ

て いる.前 岳の メランジェは,滝 の沢岳 まで続いて

お り,急 崖が ところどころにある.急 崖か らは新 し

い岩 屑が 生産 されて いる.岩 塊 の堆積地が あれ ば,

本種 の生息地 となって いる可能性が高い.

夕 張岳 では,北 斜面 および西斜 面 に生息地 があ

る ことは知 られて いるが,こ れ まで調査 が行 われ

て いない東側の急崖 下部 にも岩 塊の堆積 が期待で

き る ことか ら,本 種 の生息地 にな って いる可能性

が ある.

夕 張岳の南方 約5kmに 位 置 す る屏風 山は蛇紋岩

メランジェ(塩 基性岩)で(NakagawaandToda

1987),地 滑 りによ って急崖 とな って いる(清 水

1999).こ の急崖 か ら生産 された岩塊の堆積が期待

でき ることか ら本種 の生息地 となってい る可能 性

がある.

図11に 示 す よ うに,夕 張岳 および屏風 山の東側

の トナ シベツ川上流域 には多 くのメ ランジェが あ

り(NakagawaandToda1987),岩 塊 の堆積 が期待

で きる(例 えば屏風 山の北方約1kmの 標 高1093m

地 点;北 緯43。4'11",東 経142017/13")こ

とか ら,本 種 の生息地が発見 される可能性が ある.

1415m峰,通 称 「夕張 マ ッターホル ン」(北 緯

43010/11",東 経142015/14")以 北 の夕張

山地主稜線の北部においては,空 知層群の急崖や

岩峰から生産された岩塊が堆積したところに本種

の生息地があることが明らかになった.

図12に 示すように夕張山地主稜線の北部には南

北に2列 の向き合う急崖列がある(清 水1999).す

なわち,富 良野西岳か ら布部岳 ・中天狗そして

1415m峰 までの東向きの急崖列 と松籟山か ら御

茶々岳 ・芦別岳そ して吉凶岳までの西向きの急崖

列である.し かし,こ れらの急崖周辺での本種の

調査はほとんど行われていない.こ れ らの急崖の

多 くは地すべ り地形の滑落崖 とみなされてお り

(清水1999),滑 落崖を構成する玄武岩溶岩 ・火山

砕屑岩などか ら削剥された岩塊や岩屑が急崖下部

に堆積 していることは間違いない.細 粒物質が少

な く岩塊だけが堆積する場合は空隙をもつ堆積物

となる.し たがって,岩 塊が堆積しうる条件のあ

るところはナキウサギの生息地となっている可能

性が高い.ま た,主 稜線の西方の蝦夷層群の石灰

岩層か ら生産 された岩塊が堆積 したところにも本

種の生息地があったことから,蝦 夷層群の分布地

域においても岩塊が堆積していれば本種が生息す

る可能性がある.幾 春別岳付近はその候補地であ

ると考えている.

このように,夕 張山地にはまだ調査されていな

いナキウサギの生息可能な岩塊堆積地が少なか ら

ずある.今 後,現 地調査により本種の生息の有無

を明らかにしていきたい.
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Summary

ThehabitatsofOchoω ηa加:ρerboreayesoeηslswerediscoveredintheYubariMountainsin

1932andtwelvesitesofthemhavebeencon五rmedsincethen.Weanalyzedthegeologyand

geographicfeaturesoftheirhabitats.ThesehabitatstendedtoapPearontheknockersand

scarpslopesofserpentinitemelangeinsouthernareaandatscarpslopesofSorachilayersin

northernareaoftheYubariMountains.Itwasclari∬edthatthereweremanyknockersand

scarpslopeswherewehavenotdonearesearchofO.1う.yesoensfs.Thereforeitislikely

thattheunknownhabitatsofO。h.yesoeηsfsmaybediscoveredinthefieldwork.


